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●スポーツフェス2016　さまざまなスポーツを楽しめます。 10月10日（祝）開会式9時45分〜、15時まで　場松山下公園

　10月5日、第2回いんざいふるさとまつりの会場で、市の特産品である手焼き
煎餅を使ったオリジナル料理の味を競う「いんざいうまいもんコンテスト」が行わ
れました。市民など50人の審査員が試食して投票を行い、見事グランプリに輝

表彰された皆さん。前列右端が
グランプリの殿岡さん

いたのは、殿岡美保さん（高花）が考
案した、野菜たっぷりのスープに煎餅
をトッピングした「いんざいパリパリ
スープ」。このレシピは市観光協会ホー
ムページで公開されています。皆さん
もぜひ自宅で料理にチャレンジし、グ
ランプリの味を堪能してみてはいかが
でしょう。

いんざいパリパリスープ

広報　いんざい

人権教室
〜パラスポーツ「ボッチャ」でつなぐ思いやりの輪〜
　夏休みも終わって間もなく「人権教室でのボッチャ体験会」が木刈小学校であると聞き、取材に伺いました。
体育館には4年生の児童がグループに分かれ、コーチの指導の下、赤と青のボールを交互に投げ合っていま
す。ジャックボールという白いボールの近くに投げることができたチームが勝つシンプルなルールですが、

駆け引きがあり、作戦をみんなで考えることが重要です。
　「小学生の皆さんにパラスポーツを通じて人への思い
やりの心を感じてもらえればうれしいです」と、上條人
権擁護委員は小学生と一緒に汗を流しながら語ってくれ
ました。「人権教室」は、いじめなど人権に関わる問題に
ついて、全国の人権擁護委員が中心になって行われる啓
発活動で、印西市でも年間を通して希望する小中学校の
児童・生徒を対象に行われています。
　この「人権教室でのボッチャ体験会」は、障がいのある
人もない人もスポーツを通して交わることで、共に生き

やすい社会の実現を目指し、千葉地方法務局と市内の人権擁護委員が、オリンピック・パラリンピック等経済界協
議会と連携したプログラムです。参加した児童からは「ボッチャは障がいのある人とも一緒に楽しくできるなと思
いました」との感想もあり、パラスポーツを通じて改めて人権に関して考える機会となっていました。

市民活動推進課（☎33-4431）、みんなの人権110番（☎0570-003-110）、子どもの人権110番（☎0120-007-110）

広報レポーター
宇野 建夫（小倉台）

白いボールめがけて

作戦が大事です

人権についてのお話も聞きました

10/5

印西市市民活動支援センター 検 索

さまざまな分野で活躍している市民公益活動団体（67団体）が、展示、発表、
パフォーマンスなどで、日頃の活動をPR。カフェ、物販、スタンプラリー同
時開催。

中央駅前地域交流館2号館
市民活動支援センター（☎48-4500）

※詳しくは

来て！見て！参加！
第15回印西市民活動だんごまつり

サークル・高齢者クラブによる発表や展示、体験コーナー、陶芸品の販売
など。中央駅前地域交流館利用団体懇話会主催

中央駅前地域交流館（☎46-5111）

10時〜16時（24日は15時まで）

来て！見て！体験して！感動のおまつり！
第32回中央駅前地域交流館まつり
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いんざいふるさとまつり第2回

　10月5日、秋晴れの青空の下、第2回いんざいふるさとまつりが開催され、会場となったイオンモール千葉
ニュータウン駐車場は、大勢の来客でにぎわいました。当日は、市のPRの一環で企画された「印度じゃないよ
印西市キーマカレー」が1,000個限定で販売され、15時ごろには完売。ステージでは、地域で活動するサーク
ルなどによる歌やダンスなども披露され、会場を訪れた皆さんは秋の休日を満喫していました。

グランプリは「いんざいパリパリスープ」
〜いんざいうまいもんコンテスト〜
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まちのできごと

ホットなニュースをご紹介
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